JR東海・社長様

法的・安全義務をも持つ、移動介護者・付きの乗降についての問題点。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月２４日送信



当該論文は、JR東海だけでなく、マスコミ・法曹・(名鉄など)鉄道同業他社の、方々にも郵送することを旨。御留意願いたい。事件の概要はおおよそ・次のとおり。10月19日ロ１２３０－1240時に起きた内容と。金山駅・南改札口、1300-1330時頃の起きた内容と一致する。

①　かいごの杜・所属、第二介護士・中尾氏の「介護記録」。開示。



移動介護時間。０８００－１５００・自宅から自宅へ。JR名古屋駅、12時３０－４０分頃、「あおえなみ線」を経由。某所から帰宅する際、いつもも「JR名古屋駅」を利用するのですが、加藤邦雄さんを車椅子で介護中、改札を通る時、「しつこく」行方を聞かれる。言うのを拒否すると「安全のため」と言い張り、しつこく、付いて来る。ほー無まで付いてこようとするので、一旦・名古屋駅を出て、タクシーでJR名古屋駅駅に向う



JR金山駅1時過ぎ、JR金山駅からの改札を通ろうとすると、再度・行き先を聞かれる。こちらでも「安全確認」の為の義務があるとして、しつこく聞かれる。この為このため、加藤邦雄さんはもう一度改札をでようとされる。ガラスを割る行為をした。(紺人・感触硬化性・プラスチックであった)。この時、そばにいた警察に連絡を取り、駅員と邦雄さん・両方の話を聞きに来る・さわぎに、なってしまった。



加藤さんは、ガラスの叩いてしまった事は反省されて見えるが、「行方」を聞かれことに関しては、プライバシーの問題として、納得されないようて。行方を聞かれる事は何度もあったが、一方的にしつこく、つきまとわれるのは、初めてで、限度を超えているものと思いました。
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②　さて、聴力障碍者及び重度障害者の、ホーム転落事故・多発について、別の角度からら解説する。どうも、JR東海は、この事件を重く見ているようだ。それは安全確保と言う点では、当然と言う立場で執筆してみよう。まずは聴力障碍者について、彼らは単独行動を取る事が多く、混み合うホームでは、白杖と黄色歩行者ボタンと、必ずしも・安全管理と言う点で一致しない。また、ホーム上は雨水をホームからレールに直角に落とす為、弱い傾斜をつけている。故に単独で乗車、それはよろしくない。

③移動介護付きの場合、駅職員は責任を取りたく無い為に? あるいは人身事故の立場から? ホームまでは誘導する。人と言う動物は、前から案内されると敵か見方かを容易に判断できる。後ろからの付きまといへの恐怖は、理性ではなく、猿と同じ大きさを持ってる延髄の判断による、殺人の可能性のある獣が「うしろ」に。へばりついている。殺されたく無いから自分は注意・発狂する場合も。★視力障害者か重度障害者が、無謀にも一人でホームに入場。故に人身事故防止の立場から、職員がホームと電車にいたを敷き、彼らを乗車される。これそのものは、適切な行為である。

③　所で、法的な安全管理の権利義務を伴う、移動介護者付きで乗車する場合、JR東海から駅職員からのしぐさはそれで良いのか?  車椅子を押しているのだから、後ろからのつきまといは、彼も延髄が働いている事となる。JR東海がで「つきまといで・ないと」豪語しても-５－１０cmの距離から管理する権利は認められない。★「何処へ行きますか」と言うプライバシーの質問について。卑近な例をあげてみます。重度障害者といえども・人間だ。日曜日「めかけの家」にも行くでしょう。駅職員が切符を買っている人に「何処にいきますか」と質問して、責任取れますか。私に、へりくつ行った名古屋駅の若造。法律的な責任・取れるのか。さらに、大切な事を書く。移動介護者の仕事は、出発から帰宅まで、列車移動だけでなく発作時の関係機関への連絡も含む。つきまとい・されて、列車に乗って、板がいらない場合は、そのまま出場。今度は車掌に聞いてみたい。発作時の管理も出来ないのに、二重管理する目的はなんだ。ここでは、介護学を履修し免許を取得した、介護士にまかせられたい。

④　ちなみに、重度障害者といえども、おとなしい部類の患者だけではない。小生は、同時に、「発達症候群」をも罹病。この症例の場合は、自分に「死的」危険が瀬待て稲と感じた時、「殺すぞ」「警察を呼べ」などと、発狂する。不安性アドレナリン中毒。この手の人間は、脳髄の一部が極端に優れている。歴史的人物だと、ベートーベン氏やエジソン氏などが、それに当たる。日本ではそのような病人は育てようとせず、気難しいとか「頭でっかち」と差別を食らう。



題意から離れるが、ここの所を冷静に分析してみよう。金山駅での出来事、すなわち、ガラスを叩いた事は犯罪である。しかしながら、小生・普段の生活は至っておだやかである。サラリーマンをリタイヤした今は、ささやかに、インターネットを経由して、40歳代の女性諸君を対象として、自分の演奏曲を聞いて貰う事を喜びとしている。ファンレターがネット経由から来たりもして、こそばゆい。しかるに・駅の雑踏・特に地下鉄の空間は苦手であり、発作の誘引にも成りかねない。移動介護者が付いているのにも関わらず、駅諸君員や警察官が、特殊な病人の病気を誘発させて犯罪を起こさしめた事に対して、あくまで、法律の、シングルスタンダードを適用するのかね。「差別」「マッチポンプ」など、いろんな表現が可能。「差別してない」などと、二等警官が駅で喚いても、意味がない。

⑤JR東海の社長に出した手紙ではなく、今回の場合は名鉄名古屋駅長と近鉄名古屋駅長。ならびに、地下鉄駅長に流す情報。故に、今までの論文は、少しばかり添削している。これらのような事態を避ける為には、どうしたら良いのだろうか。小生は、皆さんたちを経由して解決策をご提案・申し上げる。



イ　一般的に介護者は免許状あるいは会社のタグを首に掛けている。どちらの介護会社ですかと、駅職員は質問する事が出来る。例えば「かいごの杜です」とタグを見せれば、後の安全管理はJR東海などにはない。もし、電車事故があっても、その原則は変えられない。但し・衝突事故などの場合は、介護会社の者が敏速にSOSボタンを押す事が求められ、あるいはソレが出来なかった場合にあっても、緊急的に車掌に責任分担に切り替わる。車掌はすべての乗客の利便性と安全性を高める為に、消火器のある場所やSOSボタンの位置を、事前に乗客に、通知する義務を持つ。



ロ　駅職員(特に改札口の職員)は、シティーホテルのベルボーイ(べルガール)であるべきだ。仕事は三つ。駅利用者が犯罪を犯すのではないかと、利用者に悟られないように監視する。簡易な言葉で駅案内をし、利便性を高め、一つの出入札口に、乗客の塊を作らない事。駅員はJR東海から給料を貰っているのでは無く、切符を買って鉄道を利用している人たちから貰っている、事実を徹底せよ。★ここの所では、小生・健常者用のトイカをあえて購入している。★、さて、シティーーホテルはどうなっているか。一般に、1キッチン・トイレ風呂の設備は、9800円、ビジネスホテルより、ぼろい。ドアボーイが宿泊客の前に立ち、安心させて部屋まで荷物を運んでくれるし、拒否した場合も尊重してくれる。つきまといはご法度。シティーの意味。ビル内に飲食店街があり、30万円の顧客も9800円の客も、有料で平等である。



ハ　隠語とホーム拡声器との連動の提案。重度害者が改札を入場した場合、何処の路線か聞いてよいと思う。特に日常の業務において多客時など一々・障害者一人の業務の為に安全管理をする事は無理だと思われる。故にホームの係員との連絡は、健常者各位にも知られない、隠語を使うべきである。「業務連絡(これは日本語。移動介護付き利用者から2番ホーム進んでいる。護板は必要ない、注意勧告、終わり」何処で降りるかは分からない。熱田駅で降りれたとすれば、車掌は確認しているはずなので、改札口に、隠語を打電すれば良いではないか。

　　　ニ　鉄道業は、ビジネスホテルの感覚を持ってはならない。一般的に、6800円ぐらいで1キッチン・トイレ風呂は整備されている。つきまといはしないけれど、避難場所などは知らせてくれない。多客期になると、動線が悪く、速やかに部屋に入れない。JR名古屋、東中央改札口、青春18切符の扱いなど、あんな簡単な事で、客が固まって・待たされる。私への差別とぶつかると、駅職員が追いかけてくる。巨大なビジネスホテルは、健常者に取っても障害者に取っても、使い図来。上位げたつ・ではなく、窓口業務担当者に、もう少し・自由を与えるべきではないのか。

⑥　これらの教訓を元に、各鉄道会社のトップの方に、当該・論文の、小生への回答を頂きたい。理由も含めて・それを頂かなくては、危なくてJR東海を理由できない。移動介護付きであっても、これでは「ふるさと江戸には帰る事も出来ない。某所に行く時においては、どうしても、名古屋駅を通過せざるを得ない。地下鉄だけだと、やたら・時間が掛かってします。名鉄(小牧線←→犬山線)と言う面白い鉄路使える。乗り鉄(前面展望・趣味の小生から、JR東海ファンと言う、楽しさを奪わないで貰いたい。
